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朝
鮮
銅
活
字
本
『
三
國
志
演
義
』
の
成
立
に
つ
い
て陳　

　

駿　
　

千

一
、
は
じ
め
に

　

長
編
歴
史
小
説
『
三
国
志
演
義
』
は
、
世
に
問
わ
れ
て
か
ら
数
百
年
に
わ
た
り
、
度
重
な
る
翻
刻
を
経
て
、
様
々
な
「
版
本（

（
（

」
が
作
り

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
中
川
諭
『『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究（

（
（

』
の
分
類
が
現
在
で
は
広
く
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
大
き
く
二
十
四
巻
系
、
二
十
巻
繁
本
系
、
二
十
巻
簡
本
系
と
い
っ
た
三
系
統（

（
（

に
分
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
系
統
の
代
表
的
な
版
本
と
し
て
は
、
二
十
四
巻
系
の
嘉
靖
壬
午
序
本
『
三
国
志
通
俗
演
義（

（
（

』、
二
十
巻
繁
本
系
の
葉
逢
春
刊
『
三
国
志
通

俗
演
義
史
傳（

（
（

』、
二
十
巻
簡
本
系
の
劉
龍
田
刊
『
新
鋟
全
像
大
字
通
俗
演
義
三
國
志
傳（

（
（

』
が
あ
る
。
三
系
統
間
の
相
互
関
係
や
、
同
じ
系
統

に
属
す
る
諸
本
の
相
互
関
係
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
数
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
が（

（
（

、
現
在
に
至
る
ま
で
、
定
説
に
た
ど
り
着

く
も
の
が
少
な
い
。

　

そ
れ
に
加
え
、
近
年
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
版
本
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
十
四
巻
系
に
は
、
朝
鮮
翻
刻
周
曰
校
甲

本
『
三
国
志
傳
通
俗
演
義（

（
（

』
や
、
九
州
大
学
蔵
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志（

（
（

』
が
あ
り
、
ま
た
二
十
巻
簡
本
系
に
は
、
九
州
大
学
蔵
朱
鼎



一
一
八

臣
刊
『
考
訂
按
鑑
通
俗
演
義
三
国
志
傳（

（1
（

』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
の
発
見
は
、
既
存
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
提
供

す
る
一
方
、
新
た
な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
朝
鮮
銅
活
字
本
も
ま
た
そ
の
一
例
で
あ
る（

（1
（

。

　

朝
鮮
刊
銅
活
字
本
『
三
國
志
通
俗
演
義
』
残
本
一
冊
は
、
上
下
巻
に
分
か
れ
、
現
存
し
て
い
る
の
は
上
巻
三
六
～
四
四
、
四
六
～
五
六

葉
、
下
巻
一
～
四
七
葉
の
計
六
七
葉
の
み
で
あ
る
。
下
巻
巻
首
に
「
三
國
志
通
俗
演
義
巻
之
八
下
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
存
し
て
い
る

の
は
第
八
巻
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
現
存
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
、
上
巻
は
第
一
四
七
則
「
龐
德
擡
櫬
戰
關
公
」
の
途
中
か
ら
、

第
一
五
〇
則
「
呂
子
明
智
取
荊
州
」
ま
で
、
下
巻
は
第
一
五
一
則
「
關
雲
長
大
戰
徐
晃
」
か
ら
第
一
五
九
則
「
廢
獻
帝
曹
丕
篡
漢
」
の
途

中
ま
で
の
部
分
に
あ
た
る
。
す
な
わ
ち
、
第
八
巻
の
上
は
一
五
〇
則
で
終
わ
り
、
下
は
一
五
一
則
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
事
実
か
ら
逆
算
す

る
と
、
銅
活
字
本
は
一
巻
に
あ
た
り
二
十
則
、
全
十
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
二
十
四
巻
系
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
本
で
使
わ
れ
た
銅
活
字
は
、
丙
子
字
と
呼
ば
れ
、
一
五
一
六
年
に
朝
鮮
半
島
で
作
ら
れ
、
そ
し
て
一
五
九
二
年
の
豊
臣
秀
吉
の
朝

鮮
出
兵
、
い
わ
ゆ
る
「
壬
辰
倭
乱
」
で
失
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
は
、
一
五
一
六
年
～
一
五
九
二
年
の
間
に

出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
定
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
ま
た
、
朝
鮮
半
島
の
文
献
を
手
が
か
り
に
、
そ
の
成
立
時
期
の
範
囲
を
さ
ら

に
絞
る
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

さ
て
、
こ
の
銅
活
字
本
は
、
ど
の
版
本
を
底
本
と
し
て
成
立
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
朴
在
淵
〈
二
〇
一
〇
〉
は
、「
朝
鮮
活

字
本
的
底
本
是
周
曰
校
甲
本
（
嘉
靖
三
十
一
年
、
一
五
五
二
）
和
嘉
靖
壬
午
本
（
嘉
靖
元
年
、
一
五
二
二
）」、「
本
人
認
為
、
它
是
以
周
曰

校
甲
本
為
底
本
、
參
照
嘉
靖
壬
午
本
作
了
進
一
步
校
勘
的
版
本（

（1
（

」
と
論
じ
て
い
る
。

　

一
方
、
劉
世
徳
・
夏
薇
〈
二
〇
一
一
〉
は
、「
我
們
認
為
、
朝
鮮
銅
活
字
本
的
底
本
既
不
是
嘉
靖
壬
午
本
、
也
不
是
周
曰
校
甲
本
、
而
可

能
是
一
個
和
嘉
靖
壬
午
本
・
周
曰
校
甲
本
屬
同
一
系
統
、
大
約
和
嘉
靖
壬
午
本
・
周
曰
校
甲
本
同
時
或
更
早
的
某
個
版
本
」
と
反
論
し
て



一
一
九

い
る
。

　

ま
た
、
金
文
京
〈
二
〇
一
二
〉
も
、「
銅
活
字
本
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
残
巻
は
、
そ
の
分
巻
形
式
、
ま
た
嘉
靖
本
系
統
と
福
建
本
系
統

の
双
方
に
ま
た
が
る
文
字
の
異
同
な
ど
、
従
来
知
ら
れ
る
『
三
国
志
演
義
』
に
は
な
い
特
徴
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
底
本
は
、
現
存
最
古

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
嘉
靖
本
（
一
五
一
二
）
よ
り
早
い
可
能
性
が
高
く
、『
三
国
志
演
義
』
の
テ
キ
ス
ト
の
系
統
と
形
成
を
研
究
す
る
う
え

で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
」
と
、
朴
氏
と
異
な
る
説
を
提
起
し
て
い
る
。

　

以
上
の
説
は
、
結
論
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
共
通
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
銅
活
字
本
は
周
曰
校
甲
本
、
嘉
靖
本

と
同
じ
系
統
、
い
わ
ゆ
る
「
二
十
四
巻
系
」
に
属
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
朝
鮮
銅
活
字
本
は
、
周
曰
校
甲
本
に
校
勘
を
施
さ
れ
た
版

本
で
あ
れ
、
他
の
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
版
本
の
翻
刻
で
あ
れ
、
少
な
く
と
も
、
周
曰
校
甲
本
あ
る
い
は
嘉
靖
本
を
そ
の
ま
ま
覆
刻
し
た

も
の
で
は
な
い
こ
と
、
と
い
う
二
点
で
あ
る
。

　

こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
疑
う
余
地
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
周
曰
校
甲
本
、
嘉
靖
本
と
同
じ
系
統
、
つ
ま
り
二
十
四

巻
系
に
は
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
版
本
が
存
在
し
て
い
る
。
現
存
の
版
本
の
み
を
取
り
上
げ
て
も
、
周
曰
校
刊
本
に
は
甲
本
の
ほ
か
、
乙

本
・
丙
本
も
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
は
夏
振
宇
本
と
夷
白
堂
本
、
更
に
こ
れ
ら
諸
本
の
後
継
本
で
あ
る
百
二
十
回
系
諸
本
（
複
数
種

類
の
李
卓
吾
本
、
及
び
李
漁
本
・
鐘
伯
敬
本
・
毛
宗
崗
本
な
ど
）
が
あ
る
。
朝
鮮
銅
活
字
本
は
、
二
十
四
巻
系
の
他
の
版
本
と
は
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
朝
鮮
銅
活
字
本
は
、
こ
れ
ら
の
版
本
を
底
本
と
し
て
成
立
し
た
可
能
性
は
あ
る
の
か
―
こ
れ
が
本
稿

で
注
目
し
た
い
主
な
問
題
点
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
各
版
本
に
混
入
さ
れ
て
い
る
誤
文
を
手
が
か
り
に
版
本
関
係
を
推
定
す
る
、
と
い
う
方
法
論
を
試
み
、
こ
の
問
題
を

解
決
の
糸
口
を
探
り
た
い
。
周
知
の
通
り
、『
三
国
志
演
義
』
諸
本
に
は
、
誤
字
・
脱
字
・
脱
文
・
衍
字
・
衍
文
な
ど
の
誤
り
が
多
く
混
入



一
二
〇

さ
れ
て
い
る
。
金
文
京
〈
二
〇
一
二
〉
は
銅
活
字
本
に
つ
い
て
、「
刊
本
以
前
の
写
本
の
段
階
に
お
い
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
書
写
の

た
び
ご
と
に
、
無
意
識
の
書
き
間
違
え
や
恣
意
的
な
書
き
改
め
に
よ
っ
て
、
無
意
味
な
文
字
の
異
同
が
発
生
す
る
。
そ
の
た
め
刊
行
さ
れ

る
段
階
で
も
、
底
本
と
し
て
使
用
す
る
写
本
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
間
に
内
容
と
は
無
関
係
な
文
字
の
異
同
が
生
じ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
内
容
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
バ
ラ
バ
ラ
な
現
象
は
生
じ
な
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
な
現
象
は
銅
活
字
本
に
限
る
も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
の
版
本
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
「
無
意

味
な
文
字
の
異
同
」
は
、
翻
刻
者
の
意
識
的
な
改
変
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
翻
刻
者
の
不
注
意
か
誤
解
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
混
入
さ
れ
た
経
緯
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
版
本
関
係
を
探
る
糸
口
に
な
り
う
る
。

　

今
回
用
い
る
方
法
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
校
勘
作
業
に
よ
っ
て
、
誤
文
を
見
出
す
。
つ
づ
い
て
、
そ

れ
ら
を
他
の
版
本
の
テ
キ
ス
ト
と
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
文
が
ど
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
に
混
入
さ
れ
た
か
を
推
測
す
る
。
さ
ら

に
、
他
の
版
本
に
は
同
じ
誤
文
が
存
在
す
る
か
否
か
を
確
認
し
、
誤
文
混
入
の
時
点
を
推
定
す
る
。
こ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
し
て
、
各
版

本
の
系
統
づ
け
や
成
立
の
先
後
を
推
定
す
る
。

　

次
節
か
ら
、
誤
文
の
分
析
を
手
が
か
り
に
、
二
十
四
巻
系
に
お
け
る
朝
鮮
銅
活
字
本
の
位
置
を
推
定
し
、
朝
鮮
銅
活
字
本
の
底
本
に
つ

い
て
探
求
し
た
い
。

二
、
朝
鮮
銅
活
字
本
の
誤
文
の
全
体
像

　

こ
こ
で
、
現
存
の
朝
鮮
銅
活
字
本
残
本
の
全
文
を
点
検
し
、
そ
こ
に
混
入
さ
れ
て
い
る
誤
字
・
脱
字
・
脱
文
・
衍
字
・
衍
文
を
す
べ
て

取
り
出
す（

（1
（

。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
誤
文
は
他
の
諸
本
に
存
在
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
。
比
較
の
対
象
に
、
二
十
四
巻
系
の
嘉
靖
本
・



一
二
一

周
曰
校
本
（
朝
鮮
覆
刻
甲
本
、
及
び
蓬
左
文
庫
蔵
丙
本（

（1
（

・
夏
振
宇
本
・
夷
白
堂
本（

（1
（

・
李
卓
吾
本（

（1
（

を
選
び
、
さ
ら
に
参
考
と
し
て
、「
二
十
巻

繁
本
系
」
の
葉
逢
春
本
と
、「
二
十
巻
簡
本
系
」
の
劉
龍
田
本
を
も
比
較
の
対
象
と
す
る
。
以
上
の
点
検
・
比
較
の
結
果
は
付
表
に
示
す
。

　

点
検
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
銅
活
字
本
の
現
存
部
分
か
ら
、
三
三
箇
所
の
誤
文
を
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
誤
文
と
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
と
の
比

較
結
果
を
統
計
し
、
左
の
表
に
示
す
。

嘉

朝

丙

夷

夏

李

葉

劉

比
較
不
可

0

1

0

7

0

0

7

19

銅
活
字
本
の
み
誤

31

22

23

20

29

31

19

10

誤
に
し
て
不
一
致

0

1

1

0

1

0

0

0

同
じ
く
誤

2

9

9

6

3

2

7

4

「
比
較
不
可
」：
対
照
本
の
テ
キ
ス
ト
が
改
変
さ
れ
た
た
め
、
同
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
銅
活
字
本
の
み
誤
」：
朝
鮮
銅
活
字
本
だ
け
に
見
ら
れ
る
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

「
誤
に
し
て
不
一
致
」：
対
照
本
の
同
箇
所
は
誤
る
が
、
銅
活
字
本
と
は
異
な
る
誤
り
。

「
同
じ
く
誤
」：
対
照
本
の
同
箇
所
は
銅
活
字
本
と
同
じ
よ
う
に
誤
る
。

　

ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、「
銅
活
字
本
の
み
誤
」
の
比
率
が
非
常
に
高
い
こ
と
で
あ
る
。
銅
活
字
本
に
見
ら
れ
る
誤
文
の
大
部
分
は
、
他

の
版
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
他
の
版
本
と
比
べ
れ
ば
、
銅
活
字
本
の
テ
キ
ス
ト
の
正
確
さ
が
一
段
と
低
い
。
そ
の
理
由



一
二
二

と
し
て
、
銅
活
字
本
の
文
選
工
の
技
術
が
つ
た
な
く
、
誤
字
の
活
字
を
多
く
拾
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
は
も
ち
ろ
ん
排
除
で
き
な
い
。
し

か
し
、
版
面
の
形
式
や
印
刷
の
質
な
ど
の
面
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
銅
活
字
本
は
技
術
面
で
は
決
し
て
他
の
諸
本
に
劣
る
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
は
、
文
字
を
一
つ
一
つ
新
た
に
刻
す
る
木
刻
本
に
対
し
て
、
既
製
の
活
字
を
拾
っ
て
使

う
活
字
本
に
は
、
細
か
い
字
画
の
異
同
に
よ
る
誤
字
が
む
し
ろ
生
じ
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銅
活
字
本
の
誤
文
の
多
さ

の
原
因
は
印
刷
技
術
と
考
え
る
よ
り
、
粗
雑
な
版
本
を
底
本
に
し
て
成
立
し
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
銅
活
字

本
の
製
作
者
は
、
充
分
な
校
勘
作
業
を
せ
ず
、

完
成
度
の
低
い
底
本
の
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま

翻
字
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
、
印
刷

技
術
と
本
文
内
容
の
質
的
不
一
致
が
生
じ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
掲
劉
・
夏
〈
二
〇
一
一
〉
及

び
金
〈
二
〇
一
二
〉
は
、
銅
活
字
本
の
底
本
が

嘉
靖
本
や
周
曰
校
本
よ
り
古
い
版
本
で
あ
る
可

能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
銅
活
字
本
の
正
確
性

の
低
さ
は
、
そ
の
可
能
性
の
裏
付
け
と
な
り
う

る
。

　

次
に
、「
比
較
不
可
」
と
は
、
比
較
対
象
の
テ



一
二
三

キ
ス
ト
が
改
変
さ
れ
て
お
り
、
銅
活
字
本
と
同
じ
箇
所
が
見
つ
か
ら
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
二
十
四
巻
系
諸
本
に
お
い
て
は
、
更
に
簡
略

化
さ
れ
た
夷
白
堂
本
を
除
き
、「
比
較
不
可
」
の
箇
所
は
朝
鮮
覆
刻
周
曰
校
甲
本
に
一
箇
所
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
二
十
巻
繁
本
系
の
葉
逢

春
本
は
七
箇
所
、
二
十
巻
簡
本
系
の
劉
龍
田
本
は
一
九
箇
所
見
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
は
、
銅
活
字
本
の
テ
キ
ス
ト
が
二
十
四
巻
系
に
近
く
、

二
十
巻
系
と
は
あ
る
程
度
の
距
離
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
述
し
た
通
り
、
銅
活
字
本
は
二
十
四
巻
系
に
属
し
て
い
る
こ
と
は
す

で
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
点
検
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
の
証
明
結
果
を
さ
ら
に
確
固
た
る
も
の
に
す
る
傍
証
と

な
ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
解
釈
に
悩
む
結
果
も
出
て
い
る
。
そ
れ
は
「
同
じ
く
誤
」
の
項
目
で
あ
る
。
通
常
の
場
合
に
は
、
二
つ
の
版

本
の
間
に
共
通
す
る
誤
字
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
版
本
関
係
が
近
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
銅
活
字
本
に
は
、
同
系
統
の
嘉

靖
本
や
夏
振
宇
本
と
の
「
同
じ
く
誤
」
の
數
が
少
な
く
、
逆
に
系
統
が
異
な
る
葉
逢
春
本
と
の
「
同
じ
く
誤
」
の
数
が
二
番
目
に
多
い
七

箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
葉
逢
春
本
は
そ
も
そ
も
朝
鮮
銅
活
字
本
と
系
統
を
異
に
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、
テ
キ
ス
ト
中
の
文
字
に
も

相
当
の
差
異
が
あ
り
、
両
者
の
関
係
に
は
隔
た
り
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
朝
鮮
銅
活
字
本
と
葉
逢
春
の
間
で
「
同
じ
く
誤
」
の
数

が
多
い
の
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
「
同
じ
く
誤
」
の
内
訳
を
詳
し
く
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
計
七
箇
所
の
う
ち
、「
四
冢
寨
」
を
「
四
家
寨
」
に
す
る

も
の（

（1
（

が
五
箇
所
、「
鎮
國
寺
」
を
「
鎮
國
」
に
す
る
も
の（

（2
（

が
一
箇
所
、「
咎
犯
」
を
「
呉
起
」
に
す
る
も
の（

（2
（

が
一
箇
所
含
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
う
ち
、「
鎮
國
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
付
表
の
No‌

19
で
示
す
と
お
り
、
銅
活
字
本
と
葉
逢
春
だ
け
で
は
く
、
周
曰
校
朝
鮮
本
・
周
曰

校
丙
本
・
夷
白
堂
本
・
夏
振
宇
本
・
李
卓
吾
本
も
「
同
じ
く
誤
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
誤
文
は
、
系
統
を
ま
た
が
っ
た
諸
本
に
広
く
存

在
し
て
い
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
相
当
早
い
段
階
、
す
な
わ
ち
諸
本
の
共
通
の
祖
本
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



一
二
四

　

一
方
、「
四
家
寨
」
と
「
呉
起
」
の
誤
文
は
、
二
十
四
巻
系
諸
本
に
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
二
十
巻
系
諸
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
次
節
以
降
、
こ
の
二
つ
の
例
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
証
し
た
い
。

三
、「
四
家
寨
」
と
「
呉
起
」
の
検
証

　

ま
ず
は
、「
四
家
寨
」
の
例
を
検
証
し
た
い
。
場
面
は
、
第
一
五
一
則
「
關
雲
長
大
戰
徐
晃
」
に
、
樊
城
の
援
軍
に
馳
せ
参
じ
た
魏
の
徐

晃
が
、
蜀
の
関
平
と
交
戦
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。
双
方
の
交
戦
の
場
所
は
、「
四
家
寨
」
ま
た
は
「
四
冢
寨
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

地
名
は
、
左
の
表
で
示
す
通
り（

（2
（

、
銅
活
字
本
に
は
六
回
見
ら
れ
る
。

頁

行

テ
キ
ス
ト

ア

46

3

廖
化
屯
兵
在
四
冢
地名

イ

47

2

平
不
敢
戀
戰
殺
條
大
路
逕
奔
四
冢
寨
來

ウ

47

8

手
將
曰
四
冢
寨
鹿
角
十
重
雖
飛
鳥
亦
不
能
入
何
慮
賊
兵
能
入

エ

47

9

於
是
關
平
廖
化
盡
起
四
冢
寨
精
，
奔
至
第
一
屯
駐
扎

オ

48

4

平
同
廖
化
支
持
不
住
，
棄
了
第
一
屯
，
逕
投
四
冢
寨
來
。

カ

52

7

操
重
賞
三
軍
，
到
四
冢
寨
遍
觀
徐
晃
所
戰
之
地
。

　

銅
活
字
本
に
は
、「
冢
」
に
作
る
ア
の
一
箇
所
、「
家
」
に
作
る
イ
～
カ
の
五
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、「
四
冢
」
に
作
る
ア
で
は

「
寨
」
の
一
文
字
が
な
く
、
イ
～
カ
で
は
「
四
家
寨
」
で
統
一
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
銅
活
字
本
の
編
者
が
、「
四
冢
」
と
「
四

家
寨
」
と
は
別
の
地
名
で
あ
る
と
誤
解
し
て
い
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
他
に
手
が
か
り
が
な
い
限
り
判
断
し
に
く
い
。



一
二
五

し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
六
箇
所
の
う
ち
五
箇
所
が
「
家
」
に
作
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
銅
活
字
本
の
編
者
が
こ
の
地
名
が
「
四
家
寨
」

で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
地
名
は
に
つ
い
て
、
正
史
『
三
国
志
』
巻
十
七
「
魏
書
・
徐
晃
傳
」
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

賊
圍
頭
有
屯
、
又
別
屯
四
冢
。
晃
揚
聲
當
攻
圍
頭
屯
、
而
密
攻
四
冢
。
羽
見
四
冢
欲
壞
、
自
將
步
騎
五
千
出
戰
、
晃
擊
之
、
退
走（

（2
（

。

　

こ
の
地
名
は
、
正
確
に
は
「
四
冢
寨
」
で
あ
り
、「
四
家
寨
」
は
銅
活
字
本
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
銅
活
字
本
の
編
者
に
こ
の

よ
う
な
誤
っ
た
印
象
を
与
え
た
の
は
、
お
そ
ら
く
銅
活
字
本
の
底
本
で
あ
り
、「
家
」
と
い
う
誤
文
は
底
本
の
段
階
で
は
す
で
に
発
生
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。

　

で
は
、
こ
の
誤
文
は
他
の
版
本
に
は
存
在
し
て
い
る
の
か
。
銅
活
字
本
で
は
「
家
」
に
作
る
イ
～
カ
の
箇
所
は
、
付
表
の
No
５
～
No
９

の
部
分
に
当
た
る
。
表
の
示
す
と
お
り
、
二
十
四
巻
系
諸
本
は
、
周
曰
校
朝
鮮
本
に
一
箇
所
の
み
「
家
」
に
な
っ
て
い
る
以
外
、
す
べ
て

正
し
い
「
冢
」
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
葉
逢
で
春
本
は
5
箇
所
全
て
誤
り
の
「
家
」
に
な
っ
て
お
り
、
劉
龍
田
本
で
は
一
箇
所
が
「
比
較

不
可
」、
四
箇
所
が
誤
文
の
「
家
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
二
十
四
巻
系
は
正
し
い
「
冢
」、
二
十
巻
系
は
誤
り
の
「
家
」、
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も

こ
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
二
十
四
巻
系
に
属
し
て
い
る
朝
鮮
銅
活
字
本
に
は
、
二
十
巻
系
の
特
徴
を
持
つ
誤
字
が
見
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、「
呉
起
」
の
例
を
検
証
し
た
い
。
場
面
は
、
第
一
五
八
則
「
漢
中
王
怒
殺
劉
封
」
に
、
関
羽
の
死
後
、
劉
備
の
も
と
を
離
れ
、

魏
へ
亡
命
す
る
孟
達
が
劉
備
に
送
っ
た
書
状
の
文
句
で
あ
る
。
ま
ず
は
銅
活
字
本
の
テ
キ
ス
ト
を
示
す
。



一
二
六

臣
聞
、
范
蠡
識
微
、
浮
於
五
湖
、
吳
起
謝
罪
、
逡
巡
於
河
上
。
夫
際
會
之
間
、
請
命
乞
身
、
何
則
。
欲
潔
去
就
之
分
也（

（2
（

。

　

こ
の
手
紙
は
実
在
の
も
の
で
あ
る
。
正
史
『
三
国
志
』
巻
四
十
「
蜀
書
・
劉
封
傳
」
の
裴
松
之
注
に
は
そ
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
部
分
を
左
に
抄
録
す
る
。

臣
聞
、
范
蠡
識
微
、
浮
於
五
湖
、
咎
犯
謝
罪
、
逡
巡
於
河
上
。
夫
際
會
之
間
、
請
命
乞
身
、
何
則
。
欲
絜
去
就
之
分
也（

（2
（

。

　

正
史
に
よ
る
と
、
孟
達
は
「
咎
犯
」
の
典
故
使
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、『
三
国
志
演
義
』
銅
活
字
本
で
は
「
呉
起
」
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、『
三
国
志
演
義
』
は
小
説
で
あ
る
以
上
、
必
ず
し
も
正
史
の
文
章
を
忠
実
に
引
用
す
る
必
要
が
な
い
。
お
そ
ら
く
、
小
説
の
作

者
あ
る
い
は
改
編
者
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
理
由
で
改
変
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
咎
犯
」
が
正
史
通
り
の
記
述
で
あ
り
、
わ

ざ
わ
ざ
「
呉
起
」
に
書
き
換
え
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、「
呉
起
」
は
誤
文
で
あ
る
と
判
断
し
て
も
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
を
確
認
し
た
う
え
で
、
比
較
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
を
見
る
こ
と
と
し
よ
う
。
付
表
No‌

29
は
「
呉
起
」
に
関
す
る
諸
本
の
比
較
結
果

で
あ
る
。
夷
白
堂
本
と
劉
龍
田
本
で
は
孟
達
の
手
紙
が
省
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
比
較
不
可
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
、
二
十
四
巻

系
で
は
正
史
と
一
致
す
る
「
咎
犯
」、
葉
逢
春
本
で
は
誤
文
の
「
呉
起
」
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
箇
所
に
お
い
て
、
銅
活
字
本

の
テ
キ
ス
ト
に
は
系
統
が
異
な
る
葉
逢
春
本
と
同
じ
誤
文
が
見
ら
れ
る
。

　

以
上
、
銅
活
字
本
に
見
ら
れ
る
「
四
家
寨
」
と
「
呉
起
」
の
二
種
類
、
計
六
箇
所
の
誤
文
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
誤
文

は
銅
活
字
本
と
同
系
統
の
二
十
四
巻
系
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
く
、
か
え
っ
て
系
統
を
異
に
す
る
葉
逢
春
本
で
見
ら
れ
る（

（2
（

。
こ
の
現
象
は
、



一
二
七

銅
活
字
本
の
成
立
過
程
を
推
測
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
な
る
。

四
、
銅
活
字
本
の
成
立
過
程

　

前
述
し
た
と
お
り
、
二
十
四
巻
系
の
属
す
る
銅
活
字
本
に
は
、
二
十
巻
系
の
特
徴
を
持
つ
誤
文
が
6
箇
所
存
在
し
て
い
る
。
で
は
、
こ

れ
ら
の
誤
文
は
、
銅
活
字
本
の
成
立
時
に
発
生
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
銅
活
字
本
の
底
本
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
か
。
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
銅
活
字
本
の
底
本
を
考
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
は
、
誤
文
の
発
生
が
銅
活
字
本
の
成
立
過
程
に
あ
る
、
と
い
う
可
能
性
を
分
析
し
た
い
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
銅
活
字
本
は
現
存

の
二
十
四
巻
系
諸
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
を
持
つ
版
本
を
底
本
に
し
て
成
立
し
た
。
前
述
し
た
六
箇
所
の
誤
文
は
、
底
本
に
は
存
在
し
て
お

ら
ず
、
銅
活
字
本
の
編
者
が
何
ら
か
の
理
由
で
、
も
と
も
と
正
し
い
テ
キ
ス
ト
を
誤
っ
た
も
の
に
し
た
。
ま
た
、「
四
家
寨
」
は
複
数
回
出

現
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
呉
起
」
は
典
故
に
関
わ
る
固
有
名
詞
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
誤
文
の
発
生
は
偶
発
的
な
も
の
と
は
考
え
に

く
く
、
お
そ
ら
く
、
銅
活
字
本
の
編
者
が
二
十
四
巻
系
の
版
本
を
底
本
に
し
な
が
ら
、
葉
逢
春
本
に
近
い
版
本
を
参
照
し
て
文
字
を
改
変

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
あ
ま
り
に
も
不
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、『
三
国
志
演
義
』
は
娯
楽
を
目
的
と
す
る
通
俗
文
学
作
品
で

あ
り
、
知
識
人
層
に
特
に
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
朝
鮮
で
は
、
儒
学
者
の
奇
大
昇
が
『
三
国
志
衍
義
』
を
荒
唐
無
稽
で

学
問
を
害
す
る
書
物
で
あ
る
と
酷
評
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
広
く
討
論
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
よ
う
な
書
物
に
、
わ
ざ
わ

ざ
複
数
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
て
校
勘
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
朴
〈
二
〇
一
〇
〉
は
、
銅
活
字
本
は
周
曰
校
甲
本
を
底
本
に
、
嘉
靖
本
を
参
照
し
て
成
立
し
た
も



一
二
八

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
対
し
て
、
劉
・
夏
〈
二
〇
一
一
〉
は
、

我
們
認
為
、
這
種
可
能
性
是
不
大
的
。
那
時
的
出
版
者
印
書
的
主
要
目
的
是
為
了
牟
利
。
對
他
們
來
說
，
最
簡
便
的
翻
印
辦
法
便
是

照
著
葫
蘆
畫
瓢
。
時
間
、
精
力
、
興
趣
、
成
本
，
在
限
制
著
他
們
的
想
法
和
行
為
。
他
們
不
可
能
費
九
牛
二
虎
之
力
、
用
兩
個
不
同

的
底
本
進
行
校
勘
、
來
出
版
一
部
暢
銷
的
小
說
。《
三
國
志
演
義
》
朝
鮮
翻
刻
本
以
周
曰
校
刊
本
甲
本
為
底
本
正
是
一
個
有
普
遍
意
義

的
事
例（

（2
（

。

　

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
〈
二
〇
一
二
〉
も
、

次
に
活
字
本
の
文
字
は
、
こ
れ
も
朴
在
淵
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
周
曰
校
甲
本
（
そ
の
朝
鮮
翻
刻
本
）
と
概
ね
一
致
す
る
が
、

詳
し
く
比
較
す
る
と
、
嘉
靖
本
や
周
曰
校
甲
本
と
は
異
な
り
、
か
え
っ
て
福
建
系
統
の
葉
逢
春
本
と
一
致
す
る
場
合
も
あ
り
、
き
わ

め
て
複
雑
で
あ
る
。
た
だ
し
葉
逢
春
本
と
一
致
す
る
部
分
は
、
み
な
内
容
に
は
関
係
の
な
い
些
細
な
文
字
で
あ
っ
て
、
活
字
本
が
葉

逢
春
本
を
参
照
し
て
校
訂
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
当
時
の
朝
鮮
に
葉
逢
春
本
な
ど
福
建
系
統
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
か
ど
う
か

も
不
明
で
あ
る（

（2
（

。

　

と
述
べ
、
銅
活
字
本
の
編
者
が
葉
逢
春
本
を
参
照
し
た
可
能
性
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
の
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
、

当
時
の
出
版
業
者
に
と
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
労
力
を
費
や
し
て
、
ス
ト
ー
リ
ー
と
の
関
係
性
が
低
い
些
細
な
箇
所
に
対
し
て
校
勘
を
行
う
必
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要
性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
本
稿
で
問
題
と
す
る
六
箇
所
は
そ
も
そ
も
誤
文

で
あ
り
、
銅
活
字
本
の
編
者
が
わ
ざ
わ
ざ
他
の
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
、
正
確
だ
っ
た
文
字

を
誤
文
に
し
た
と
は
、
な
お
さ
ら
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
六
箇
所
の
誤
文

が
銅
活
字
本
の
成
立
時
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
、
も
う
一
つ
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
、
六
箇
所
の
誤
文
は
銅
活
字
本
の
底
本
に
も
存

在
し
て
い
る
。
こ
の
底
本
は
、
現
存
の
二
十
四
巻
系
諸
本
よ
り
、
葉
逢
春
本
を
代
表
と
す

る
二
十
巻
系
に
近
い
テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
銅
活
字

本
の
底
本
は
二
十
四
巻
系
と
二
十
巻
系
の
中
間
段
階
の
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
現
存

諸
本
よ
り
、
二
十
四
巻
系
の
祖
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
を
持
つ
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
六
箇
所
の
誤
文
は
、
二
十
四
巻
系
の
祖
本
に
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
継
承
し
た
の
は
銅
活
字
本
で
あ
り
、
編
者
が
誤
文
に
気
が
付
き
、
修
正
し
た
の
は

銅
活
字
本
以
外
の
二
十
四
巻
系
諸
本
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
前
述
の
複
数
底
本
説
の
問

題
点
を
解
消
し
、
銅
活
字
本
に
見
ら
れ
る
二
十
巻
系
の
特
徴
を
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

以
上
の
検
証
を
通
し
て
、
銅
活
字
本
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
本
稿
に
お
い
て
導
き
出

せ
る
、
最
も
蓋
然
性
の
高
い
考
え
方
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

二十四巻祖本

「四家」＝誤

「呉起」＝誤

二十四巻系諸本

「四冢」＝正

「咎犯」＝正

二十巻系諸本

「四家」＝誤

「呉起」＝誤

一致

朝鮮銅活字本

「四家」＝誤

「呉起」＝誤

修正 そのまま継承
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五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
三
国
志
演
義
』
朝
鮮
銅
活
字
本
に
見
ら
れ
る
誤
文
を
考
察
し
、
二
十
四
巻
系
に
属
す
る
銅
活
字
本
に
は
二
十
巻
系
の
特
徴

を
持
つ
誤
文
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、「
四
家
寨
」
と
「
呉
起
」
の
二
種
類
、
計
六
箇
所
の
誤
文

を
手
が
か
り
に
、
銅
活
字
本
の
底
本
及
び
そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
仮
説
を
提
起
し
た
。

　

銅
活
字
本
の
底
本
は
、
嘉
靖
本
・
周
曰
校
本
（
朝
鮮
甲
本
及
び
丙
本
）・
夏
振
宇
本
・
夷
白
堂
本
・
李
卓
吾
本
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
お

そ
ら
く
上
記
諸
本
よ
り
も
っ
と
古
く
、
二
十
四
巻
系
祖
本
に
近
い
版
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
仮
設
は
、
前
掲
劉
・
夏
〈
二
〇
一

一
〉
の
判
断
に
一
致
す
る
。

　

以
上
の
点
は
、
銅
活
字
本
が
二
十
四
巻
系
に
属
し
な
が
ら
、
自
ら
一
つ
の
独
立
し
た
分
枝
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
可
能
性
を
強
く
示

唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
銅
活
字
本
の
底
本
は
、
現
存
二
十
四
巻
系
諸
本
の
い
ず
れ
よ
り
も
古
い
も
の
で
あ
り
、
遅
く
で
も
万
暦
中
期
以
前

に
は
す
で
に
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
り
、
翻
印
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、『
三
国
志
演
義
』
二
十
四
巻
の
系
譜
図
は
今
ま
で
の
推
測
よ
り
更

に
複
雑
な
も
の
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
朝
鮮
銅
活
字
本
は
『
三
国
志
演
義
』
版
本
研
究
の
新
た
な
地
平
を
開
く
も
の

で
あ
り
、
替
え
が
た
い
重
要
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。



一
三
一

【付表】　朝鮮銅活字本誤文一覧表

№ 則 則題 頁 行 誤 正 嘉 朝 丙 夷 夏 李 葉 劉
1 147 龐德擡櫬戰關公 1 1 起 超 ○ ○ ○ ○ ○
2 148 關雲長水渰七軍 15 4 般 船 × ×
3 150 呂子明智取荊州 33 8 丞 承 ○ ○ × ×
4 41 2 說 ？ ○ ○ ○ ○ × ×
5 151 關雲長大戰徐晃 47 2 家 冢 ○ ○
6 47 8 家 冢 ○ ○
7 47 10 家 冢 ○ ×
8 48 4 家 冢 ○ ○
9 52 7 家 冢 ○ ○ ○
10 152 關雲長夜走麥城 56 2 欄 ● × ×
11 153 玉泉山關公顯聖 67 6 出 山山
12 67 7 衆 舉 △去 ×
13 67 10 皆 背
14 68 1 弓末 引諸 ×
15 68 3 末 棄
16 71 3 末入 夢見
17 71 6 夜 麥 ×
18 71 9 泥 汜 ×
19 71 9 鎮國□ 鎮國寺 ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 72 6 日 是 ○ ○ ×
21 73 8 折 拆 ○ × ○ ×
22 154 漢中王痛哭關公 80 1 禁 桀 ○ ○ ○ × △兇 × ×
23 155 曹操殺神醫華佗 91 5 華佗 周泰
24 96 2 神 身 × × ×
25 156 魏太子曹丕秉政 99 10 全 金
26 102 2 畫 晝 △書 × ×
27 106 5 變 奕 ○ ○ × ×
28 157 曹子建七步成章 112 8 上 下 ×
29 158 漢中王怒殺劉封 120 2 吳起 咎犯 × ○ ×
30 121 10 漢中王□殺臣 要／欲 ○ ○ ○ ×
31 121 11 來 未 ×
32 125 1 忘 亡 × ○ ○
33 125 1 陞 陛 × ×
「頁」は、上海古籍出版社影印本のページ数を示す。
朝鮮銅活字本の誤文を「誤」として記し、他の版本を参照し、最も意味が通ると考えられる
テキストを「正」として記す。また、「正」を決めることが難しい場合、「？」で記入する。

○＝「同じく誤」
△＝「誤にして不一致」
空白＝「銅活字本のみ誤」
×＝「比較不可」
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付
記
・
謝
辞
：
本
稿
は
、
日
本
中
国
学
会
第
七
十
一
回
大
会
（
二
〇
一
九
年
十
月
一
三
日
、
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開
催
予
定
、
台
風
に
よ
り

中
止
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
す
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
口
頭
発
表
準
備
の
際
、
金
文
京
先
生
、
司
会
を
担
当
し
て
頂

く
予
定
の
井
口
千
雪
先
生
よ
り
、
参
考
資
料
及
び
ご
助
言
を
頂
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
両
先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
本
研
究
は
、JSPS

科
研
費

19J10671
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

注
釈

（
1
）	

現
存
の
『
三
国
志
演
義
』
は
、
木
刻
本
が
主
流
で
あ
る
も
の
の
、
活
字
本
や
、
石
印
本
な
ど
の
形
態
も
存
在
し
て
い
る
。
便
宜
を
図
る
た
め
、

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
印
刷
形
態
に
関
わ
ら
ず
、
一
律
に
し
て
「
版
本
」
と
称
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
使
う
「
版
本
」
と
い
う
語
彙
は
、
英
語

の
「edition

」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
木
刻
本
の
み
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

（
2
）	

汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
。

（
3
）	

そ
の
命
名
の
通
り
、
二
十
四
巻
ま
た
は
十
二
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
版
本
は
二
十
四
巻
系
に
、
二
十
巻
ま
た
は
十
巻
か
ら
構
成
さ
れ
る
版
本
は
二

十
巻
系
に
属
す
。
ま
た
、
文
章
の
繁
簡
や
特
定
の
プ
ロ
ッ
ト
の
有
無
な
ど
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
二
十
巻
系
は
二
十
巻
繁
本
系
と
二
十
巻
簡
本
系
に

分
か
れ
る
。
三
系
統
及
び
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
、
中
川
著
書
以
外
に
、
井
口
千
雪
『
三
国
志
演
義
成
立
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一

六
年
）
に
も
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）	

古
本
小
説
集
成
編
委
会
編
『
古
本
小
説
集
成
第
三
輯
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
所
収
影
印
本
。

（
5
）	

井
上
泰
山
編
『
三
国
志
通
俗
演
義
史
傳
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
、
一
九
九
八
年
）
影
印
本
を
参
照
。

（
6
）	

こ
の
版
本
に
使
わ
れ
て
い
た
版
木
は
、
書
肆
の
喬
山
堂
を
経
営
し
て
い
た
劉
龍
田
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
笈
郵
斎
に
渡
り
、

部
分
的
に
改
変
さ
れ
た
後
「
笈
郵
斎
本
」
の
出
版
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
笈
郵
斎
本
は
、
厳
密
的
に
言
う
と
劉
龍
田
本
と
は
ま
た
異

な
る
版
本
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
既
存
の
版
木
を
部
分
的
に
改
刻
す
る
よ
う
な
現
象
は
、
大
塚
秀
高
「
白
話
小
説
の
版
画
を
め
ぐ
る
二
、
三
の

こ
と
ど
も
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
一
一
号
、
二
〇
一
四
年
六
月
）
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
世
徳
・
陳
慶
浩
・
石
昌
渝
編
『
古
本
小
説

叢
刊
』
第
二
一
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）
所
収
影
印
本
は
笈
郵
斎
本
で
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
一
九
年
十
月
二
七
日
～
十
一
月
一
日
に
、

東
奥
義
塾
高
等
学
校
（
青
森
県
弘
前
市
）
所
蔵
の
劉
龍
田
本
を
調
査
し
、
全
ペ
ー
ジ
を
撮
影
し
た
。
本
稿
で
扱
う
劉
龍
田
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
東
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奥
義
塾
蔵
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
劉
龍
田
本
に
つ
い
て
、
前
掲
井
口
千
雪
著
書
に
は
詳
し
い
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
7
）	

そ
の
代
表
的
な
著
書
に
は
、
前
掲
中
川
諭
著
書
、
井
口
千
雪
著
書
と
と
も
に
、
金
文
京
『
三
国
志
演
義
の
世
界
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
二
年
）、

魏
安
『
三
国
演
義
版
本
考
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、
劉
世
徳
『
三
国
志
演
義
作
者
與
版
本
考
論
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
8
）	

影
印
本
に
は
、
朴
在
淵
・
金
敏
智
校
注
『
新
刊
校
正
古
本
大
字
音
釋
三
国
志
傳
通
俗
演
義
』（
学
古
房
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
周
曰
校
朝

鮮
本
に
関
す
る
研
究
に
は
、
劉
世
徳
「『
三
國
志
演
義
』
朝
鮮
翻
刻
本
考
論
―
周
曰
校
刊
本
研
究
之
二
」（
初
出
：『
文
学
遺
産
』
二
〇
〇
二
年

第
五
期
、『
三
国
志
演
義
作
者
與
版
本
考
論
』
所
収
）、
中
川
諭
「
周
曰
校
刊
『
三
国
志
演
義
』
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
学
中
国
語
学
中
国
文
学
論

集
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
一
年
）、
同
氏
「
周
曰
校
刊
『
三
国
志
演
義
』
の
甲
本
・
乙
本
・
丙
本
」（『
林
田
慎
之
助
博
士
傘
寿
記
念
三
国
志
論
集
』、

汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）、
上
原
究
一
「
唐
氏
世
徳
堂
と
周
曰
校
万
巻
楼
仁
寿
堂
の
章
回
小
説
刊
本
の
覆
刻
及
び
後
印
の
事
例
に
つ
い
て
」（『
中

国
古
典
小
説
研
究
』
第
一
六
号
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
9
）	

中
川
諭
「
關
於
九
州
大
學
所
藏
『
三
國
志
演
義
』
兩
種
」（『
第
十
二
屆
中
國
古
代
小
說
、
戲
曲
文
獻
暨
數
字
化
國
際
學
術
研
討
會
論
文
集
』、

二
〇
一
三
年
八
月
二
三
日
、
於
復
旦
大
學
）、
及
び
同
氏
「『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
に
つ
い
て
」（『
三
国
志
研
究
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
六

年
）
参
照
。

（
10
）	

中
川
諭
〈
二
〇
一
三
〉、
程
國
賦
・
鄭
子
龍
「
日
本
九
州
大
學
藏
『
考
訂
按
鑑
通
俗
演
義
三
国
志
傳
』
考
」（『
文
献
』
二
〇
一
九
年
五
月
第
三

期
）、
周
文
業
「
日
本
九
州
大
學
藏
朱
鼎
臣
本
和
『
三
國
演
義
』
簡
本
志
傳
小
系
列
演
化
」（
中
国
古
典
小
説
研
究
会
二
〇
一
九
年
度
大
会
、
二
〇

一
九
年
八
月
二
九
日
、
於
九
州
大
学
）
参
照
。

（
11
）	

朝
鮮
銅
活
字
本
の
影
印
本
と
し
て
、
朴
在
淵
・
金
瑛
校
注
『
三
国
志
通
俗
演
義
（
銅
活
字
本
）』（
学
古
房
、
二
〇
一
〇
年
）
と
孫
遜
・
朴
在

淵
・
潘
建
国
編
『
朝
鮮
所
刊
中
国
珍
本
小
説
叢
刊
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
を

参
照
す
る
。

（
12
）	

「『
三
国
志
通
俗
演
義
』（
銅
活
字
本
）
提
要
」（
前
掲
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
所
収
）
を
参
照
。

（
13
）	

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
に
よ
る
と
、
一
五
六
九
年
、
奇
大
昇
が
宣
宗
に
対
し
て
、「
三
国
志
衍
義
」
な
ど
の
書
物
は
人
心
を
乱
す
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
旨
の
進
言
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
の
「
三
国
志
衍
義
」
は
す
な
わ
ち
朝
鮮
銅
活
字
本
で
あ
る
か
、
ま
た
奇
大
昇
の
進
言
に
よ
っ
て
朝
鮮
銅
活
字

本
の
成
立
時
期
を
推
定
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
朴
在
淵
「
關
於
新
發
現
的
朝
鮮
活
字
本
『
三
國
志
通
俗
演
義
』」（『
南
京
大
學
學
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報
（
哲
學
・
人
文
科
學
・
社
會
科
學
）』
二
〇
一
〇
年
第
三
期
）、
劉
世
徳
・
夏
薇
「『
三
國
志
演
義
』
朝
鮮
銅
活
殘
本
試
論
」（『
文
學
遺
產
』
二

〇
一
一
年
第
一
期
）、
金
文
京
「
新
発
見
の
朝
鮮
銅
活
字
本
『
三
国
志
通
俗
演
義
』
に
つ
い
て
」（『
林
田
慎
之
助
博
士
傘
寿
記
念
三
国
志
論
集
』

所
収
）
な
ど
の
論
考
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
定
説
に
至
っ
て
い
な
い
。

（
14
）	
ち
な
み
に
、
朴
氏
は
周
曰
校
甲
本
に
見
ら
れ
る
「
嘉
靖
壬
子
序
」
を
根
拠
に
、
周
曰
校
甲
本
の
成
立
時
期
を
嘉
靖
壬
子
（
三
十
一
年
、
一
五
五

二
）
と
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
こ
の
序
文
は
は
た
し
て
嘉
靖
壬
子
年
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
定
か
で
な
い
以
上
、
朴
氏
の
判
断
に

は
従
い
難
い
。

（
15
）	

周
知
の
通
り
、『
三
国
志
演
義
』
に
は
、
通
仮
字
・
異
体
字
・
俗
字
な
ど
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
字
と
誤
字
と
の
境
目
が
曖
昧

な
も
の
で
あ
る
た
め
、
誤
字
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
に
く
い
場
合
も
あ
る
。「
正
誤
表
」
を
作
成
す
る
際
に
は
、
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞

典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
〇
年
）、『
漢
語
大
詞
典
』（
電
子
ア
プ
リ
版
）、
曾
良
・
陳
敏
編
著
『
明
清
小
說
俗
字
典
』（
廣
陵
書
社
、
二
〇
一
八

年
）
を
参
考
す
る
が
、
個
人
的
な
判
断
に
よ
る
部
分
も
あ
る
。

（
16
）	

蓬
左
文
庫
蔵
本
。

（
17
）	

慶
應
義
塾
大
学
蔵
本
。

（
18
）	

中
川
諭
〈
二
〇
一
六
〉
に
は
、
一
五
種
類
の
「
李
卓
吾
本
」
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
を
「
甲
本
Ａ
・
甲
本
Ｂ
・
乙
本
・
丙
本
・
丁
本
」
の
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
甲
本
Ｂ
」
に
属
す
る
蓬
左
文
庫
蔵
本
を
参
照
す
る
。

（
19
）	

付
表
No
５
～
No
９
。

（
20
）	

付
表
No‌

19
。

（
21
）	

付
表
No‌

29
。

（
22
）	

「
頁
」
は
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。

（
23
）	

標
点
本
三
一
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
も
の
。

（
24
）	

影
印
本
一
二
〇
頁
、
第
二
行
～
第
三
行
。
適
宜
に
標
点
と
傍
線
を
入
れ
る
。

（
25
）	

標
点
本
五
九
〇
頁
。
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
、
傍
線
を
入
れ
る
。

（
26
）	

こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
金
〈
二
〇
一
二
〉
で
は
文
字
の
比
較
が
詳
し
く
行
わ
れ
て
い
る
。

（
27
）	

注
13
参
照
。
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（
28
）	

こ
こ
で
の
「
朝
鮮
翻
刻
本
」
は
、
朝
鮮
翻
刻
周
曰
校
甲
本
を
指
し
て
お
り
、
朝
鮮
銅
活
字
本
と
は
ま
た
異
な
る
。

（
29
）	

こ
こ
で
の
「
福
建
系
統
」
は
、
福
建
で
出
版
さ
れ
た
諸
本
の
こ
と
で
あ
り
、
お
お
む
ね
二
十
巻
系
に
相
当
す
る
。




